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症例

患者：６８歳、女性ｏ

主訴：胸痛、背部痛。

既往歴：３年前から高血圧を指摘されるが無治

療。

名寄市病誌７：４１～４５，１９９９

＝ 症例 報 告

Stan壬ｏｒｄＢ型急性大動脈解離に特発性縦隔

血腫を合併したｌ例
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Acaseofidiopathicmediastinal

hematomawithStanlbrdtypeBacute

aorticdissection
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はじめに

縦隔血腫は主に外傷により縦隔内臓器が損傷を

受け、縦隔内に出血して生じるとされているが、

今回我々はStanfordB型急性大動脈解離に特発

性縦隔血腫を合併した極めて稀な症例を経験した

ので報告する。

家族歴：特記すべきことなし。

現病歴：平成１０年４月１１日、自宅にて安静時

に突然の胸痛、背部痛が出現し数時間の経過観察

をするも症状が改善しないため、救急車にて当院

救急外来に搬入された。

入院時身体所見：身長149ｃｍ、体重５０kg・血

圧190/112ｍｍＨｇ、脈拍数６０/ｍｉｎ・整・左右差

なし。意識は清明。胸部は心雑音を聴取せず、呼

吸音は清。腹部は肝、牌および拍動‘性腫癌を触知

しなかった。

入院時血液検査所見：ＲＢＣ４４３×104/ｍｍ３，

Ｈｂ13.49/dlと貧血を認めなかった。ＷＢＣ

14800/ｍｍ３と上昇していた。ＧＯＴ１６１Ｕ/L，

ＧＰＴ１２１Ｕ/L，ＬＤＨ２０８ＩＵ/L，ＡＬＰ２０８

１Ｕ/L，ＢＵＮ16.8ｍｇ/dl，ＣｒＯ､8ｍｇ/dlと肝腎機

能障害を認めなかった。ＣＰＫｌｌ７１Ｕ/Ｌと正常で

あった。動脈血ガス分析は２L/ｍｉｎの酸素投与下

にてＰＨ7.35,Ｐｃｏ２４３ｍｍＨｇ，Ｐｏ２１２７ｍｍＨｇ

であった。

入院時心電図所見：６０/分の洞性調律で左室肥

大を認めた。

入院時胸部Ｘ線所見（図１）：上縦隔陰影の拡大

を認めた。

胸部ＣＴ検査所見（図２）：前縦隔に胸郭を圧排

する腫癌を認めた。下行大動脈に弓状隔壁と解離

腔に血栓を認め、さらに左胸水貯留を認めた。

経食道心エコー検査所見（図３）：上行大動脈の

弁上４０ｍｍ程から上行前壁側に内膜フラップお

よび血栓様エコーを認めた。軽度大動脈弁閉鎖不

全と心嚢液貯留を認めた。左室壁運動は良好で
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あった。

入院後経過：入院後ショック状態となり、
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